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旅の宿 りの場は,1 ゲーツヘッドのリード家,2 ローウッド･スクール,3 ソーンフィール ド








になる｡ リード家の長男ジョン (14歳)はジェーンに ｢お前は乞食をするのが当然なんだ｡ぼくたち
みたいな紳士の子供と一緒に住んで,同じごちそうを食ったり,お母さんのお金 (家督を継いだらそ
れはジョンのものになる :筆者注)で着物を着たりする柄じゃないんだぞ｣と言う｡ これに対して





































































































































































































ド紙幣- 家庭教師の年給の約6分の 1- を手渡す｡ジェーン･エアは今ロチェスター夫人となっ
た｡
孤児としてリード家に寄食していた10歳の頃からロチェスターと永遠に結ばれるまでの間の,質
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乏,名もない身分,不器量についてのジェーンの認識と対処の変化について考えてみた｡ 貧乏,名も
ない身分,不器量を社会は排斥した｡しかしジェーンは ｢ありのまま｣の自分を愛し,自分を高めよ
うとたゆまぬ努力をし,正しいことのみに従うことによってこれらを克服していった｡そしてついに
ロチェスターと結ばれたのであるから,それはジェーンの自己修練の当然の報いとみなしてもよいで
あろう｡
だが,パーサの死という問題が残っている｡ はじめに述べたように,この作品が書かれた当時,ゴ
シック小説風廉の余韻があった｡幽閉された狂気の妻パーサを作品に登場させた作者は,読者層が寄
せるゴシック小説への強い関心を意識していたと思われる｡
一方,18世紀末から19世紀にかけて精神障害に対する考えが変わる.とともに,精神障害者の処遇に
ついても調査と改革が進められた｡その結果として,癒狂院法 ･州立保護院法 (1828)や精神病者収
容法 (1845)などが制定されたが,シャーロット･ブロンテもこれらの動向に,とりわけ,女性の心
の病の原因とその扱いに関心を抱いていた｡そのことは彼女がマンチェスターに近いノース ･リーズ
のエア家の ｢狂女の部屋｣を1845年に訪問していることからも分かる｡
パーサが死ぬことがなければ,ジェーンがロチェスター夫人の地位を得ることはできなかったはず
である｡ 読者は小説全体のゴシック的な雰囲気に魅せられ,また,ジェーンの自己実現の達成を喜び
安堵する余り,パーサの存在を軽視してはならない｡パーサの幽閉をジェーンの心の抑圧の象徴とみ
なすこともできると思われる｡ 稿を改め,パーサをクローズ ･アップすることによってパーサと
ジェーンの関係について考えてみたいと思っている｡
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